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令和８年度　第１４回定時社員総会開催

（公社）茨城県水質保全協会　成田理事長 茨城県県民生活環境部　糸賀次長

　令和８年６月１０日（水）茨城県市町村会館において、第１４回定時社員総会が開催
されました。
　来賓としては、茨城県県民生活環境部次長、各県民センター環境・保安課長、（一
社）茨城県環境保全協会理事長のご出席をいただき、糸賀正美茨城県県民生活環境部次
長よりご挨拶を賜りました。
　開会に先立ち、事務局より出席会員３２社、委任状を提出した会員２１７社の合計
２４９社であり、正会員（３７４社）の過半数の出席により総会が成立していることが
報告され、審議事項である４議案と報告事項である令和８年度の事業計画及び収支予算
について報告し、すべて承認されました。

Ⅰ　審議事項
　　第１号議案　令和７年度　事業報告に関する件 　　
　　第２号議案　令和７年度　収支決算報告に関する件
　　第３号議案　公益社団法人茨城県水質保全協会定款の一部改正に関する件
　　第４号議案　役員の一部改選に関する件

Ⅱ　報告事項
　　令和８年度　事業計画に関する件
　　令和８年度　収支予算に関する件

表　彰　名 会　社　名 氏　　名

環境大臣表彰 ㈲後藤水道工業 関　根　義　純

茨城県環境保全功労者表彰 ㈱麻生ガス設備 吉　﨑　淳　之

( 一社 ) 全国浄化槽団体連合会会長顕彰状 ㈲東西 大　西　　　実

( 一社 ) 全国浄化槽団体連合会会長表彰 常盤工事㈱ 藤　枝　　　護

令和７年度浄化槽関係功労者表彰
（敬称略）
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支 部 名 会　社　名 氏　　名

県央支部 ㈲クロサワクリーンサービス 小　林　和　浩

鹿行支部

㈱高野臨海商事 高　橋　雄　一

㈱池田清掃社 蕎麦田　明　大

備水工業㈱ 志　賀　規　孝

県南支部

㈱プラントサービス 永　盛　恒　治

新和アメニティ㈱ 新　村　直　志

㈲萩原清掃社 萩　原　初　江

県西支部 ㈱チクセイ２１ 竹　垣　直　子

（公社）茨城県水質保全協会理事長表彰
（敬称略）

（公社）茨城県水質保全協会 大　森　賢　次

職員永年勤続表彰
（敬称略）

写真左より　高橋氏、志賀氏、永盛氏、成田理事長、新村氏、萩原氏、竹垣氏、大森氏
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令和７年度　法定検査結果について
検査実施基数および判定結果
　令和７年度に法定検査を実施した基数とその判定結果は以下のとおりです。

　令和7年度の法定検査実績は、7条検査2,991基、11条検査42,156基、新11条検査85,875基と
なりました。11条検査における不適正要因では、「点検未実施」が4,055基で全体の53.5％を
占め、最も多い結果となりました。次いで、送風機故障等によるばっ気不良・停止が17.2％、
仕切板や隔壁の破損・脱落が12.4％となっており、保守点検における機器管理がきわめて重要
です。

令和８年度法定検査受検率向上促進事業のご案内
　令和8年度も引き続き「法定検査受検率向上促進事業」として、法定検査の未受検者に対し
茨城県・市町村・協会が連携して受検指導を行います。
　つきましては、下記により指導文書を順次発送いたしますので、協会会員の皆様におかれま
しては、法定検査の必要性について周知していただくとともに、お客様からの問い合わせに対
応方よろしくお願い申し上げます。

○…指導文書は、発送月においてつき3～4回に分けて発送いたします。なお、発送時期は都合
により変更となる場合がございますので、あらかじめご了承ください。

市 町 村 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

県　

央

ひたちなか市 済 済 済 ○ ○ ○

笠 間 市 済 済 ○ ○

県　

北

日 立 市 済 ○

常陸太田市 済 済 ○

大 子 町 済 済 ○ ○
鹿　

行
鉾 田 市 済 済 ○ ○ ○

指導文書の発送予定【発送月】

市 町 村 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

県　

南

取 手 市 済 済 ○
牛 久 市 済 済
稲 敷 市 済 済 ○
河 内 市 済 ○
守 谷 市 済 ○
利 根 町 済 ○

県　

西

古 河 市 済 済 済 ○ ○ ○
八 千 代 町 済 済 ○
五 霞 町 済 ○
境 町 済 済

水 戸 市 済 済 ○ ○ ○

検査実施結果および判定結果

検査種別 実施基数 総合判定
適正 おおむね適正 不適正

7条 2,991 1,847 744 400
11 条 42,156 18,567 16,005 7,584
新 11 条 85,875 79,039 6,353 483

11 条検査の主な不適正要因数（不適正に占める割合）
所見内容 基数 不適正判定に占める割合

点検未実施 4,055 53.5％
送風機故障等によるばっ気不良・停止 1,304 17.2％
仕切板や隔壁の破損・脱落 940 12.4％
排水不良による水位上昇 505 6.7％
ろ材の充填・固定不良等 312 4.1％
担体の充填不足、劣化及び流出等 234 3.1％
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令和8年度浄化槽システムの脱炭素化推進事業のご案内

令和8年度浄化槽システムの脱炭素化推進事業について
　令和７年度に引き続き、「浄化槽システムの脱炭素化推進事業」として浄化槽分野に
おける更なる脱炭素化を推進するために、既設の中大型合併処理浄化槽を対象として、
『１.高効率設備への改修』又は『２.先進的省エネ型浄化槽への交換』により大幅な二
酸化炭素削減を図る事業の助成を行います。
　浄化槽の機械設備や機能に支障が生じる古い浄化槽について、ぜひこの事業を活用
し、浄化槽の安定化と二酸化炭素の排出削減に取り組まれますようお願いいたします。

令和８年度の補助対象の要件

１．高効率機器への改修事業

３０人槽以上の合併浄化槽において、高効率ブロワ等

への改修、タイマーやインバーター装置等を導入する

ことでＣＯ２排出を２０％以上削減する事業 ( 補助率

１/２)

２．先進的省エネ型浄化槽への交換事業

３０人槽以上の合併浄化槽から先進的省エネ型浄化槽

への交換により、ＣＯ２排出を４６％以上削減する事

業 (補助率１/２)

※応募期間：令和８年４月２７日～令和８年１１月３０日１７時必着
【予算規模：１８億円】

過去の申請事例

　※付帯設備等は浄化槽ごとに異なるため、掲載内容は参考例としてご覧ください。

〇問い合わせ先
　（公社）茨城県水質保全協会　検査部　検査第２課

　ＴＥＬ：０２９－２９１－４０００　ＦＡＸ：０２９－３０４－５００５
　Email ：kensa01@e-mizu-ibaraki.jp

補助対象
現場 ホームセンター 排水処理施設
浄化槽人槽 205 人槽 400 人槽
改修内容 メインブロワ、撹拌ブロワ　2台の更新 メインブロワ、撹拌ブロワ　2台の更新
運転時間調整 5時間削減 8時間削減
CO2 排出削減量 21.20％ 29.10％
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浄化槽機能保証制度について

ぜひ保証制度に登録を！！
　浄化槽は、私たちの生活排水を適切に処理し、地域の水環境を守る重要な設備です。
適切な施工と維持管理によりそれは長期間使用することができます。このような設備が
安心して使用され続けるよう、その役割を支える仕組みが、一般社団法人全国浄化槽団
体連合会が実施している「浄化槽機能保証制度」です。
　この制度は、保証登録された浄化槽に対し機能異常が発生した場合、一定の条件のも
とで修補費用等を保証するものです。保証登録を行うことで、浄化槽設置者は万が一の
際にも安心して浄化槽を使用することができます。なお、当保証制度への登録手続き
は、浄化槽工事業者が行うものであり、設置者が直接登録することはできません。この
ため、保証制度への登録の際は、施工を担当した浄化槽工事業者へご相談ください。

1  浄化槽機能保証制度とは
・万が一の不具合に備える制度
　浄化槽機能保証制度は、一般社団法人全国浄化槽団体連合会に保証登録された浄
化槽に機能異常が発生した場合には、その原因者を明らかにして、当該原因者によ
る修補等の措置を確保するとともに、原因者が特定できない場合や、原因者が倒産
する等、原因者により措置を講じることが著しく困難である場合には、全浄連に設
けられた保証基金により、その修補に要する費用を支払うものです。

2 保証の範囲
・保証期間は10年間
　本制度の保証期間は、浄化槽の使用開始の日から10年間とします。但し、ブロワ
及び散気管については、使用開始の日から1年間とします。
・保証の限度額
　環境省循環型社会形成推進交付金浄化槽整備費の基準額の範囲内となります。

3 保証の対象となる浄化槽
・機能保証制度の対象となる「保証登録浄化槽」とは、次の要件を満たす浄化槽です。
　⑴全国浄化槽推進市町村協議会に登録された浄化槽であること
　⑵環境省の国庫補助指針に適合した浄化槽であること
　⑶各都道府県浄化槽協会を通じて、全国浄化槽団体連合会が保証登録を行った浄

化槽であること
　　※なお、対象となるのは、浄化槽本体であって、トイレ、台所等の排水設備と

浄化槽本体の流入口を接続する配管設備（流入管きょ）、及び浄化槽本体の
流出口と処理水の放流口を接続する配管設備（放流管きょ）、並びにその付
帯設備は対象外です。

〇問い合わせ先
　（公社）茨城県水質保全協会　総務部　企画業務課　岡﨑

　ＴＥＬ：０２９－２９１－４０００　ＦＡＸ：０２９－３０４－５００５
　　Email ：y_okazaki@e-mizu-ibaraki.jp



vol.33 ［7］水 環 境 い ば ら き

支　部　活　動

　令和８年５月１４日（木）に桜川市のJGM笠間ゴル
フクラブにおいて、第１８回会員親睦ゴルフコンペ
を開催し、会員・事務局合わせて３１名が参加しま
した。このゴルフコンペは平成２０年からスタート
し、今年で１８回目となりました。会員同士の親睦
も深まり、有意義なゴルフコンペとなりました。

会員親睦ゴルフを開催しました

【優　勝】手塚　幸一　氏
【準優勝】犬塚　正一　氏 

会　員　活　動

集合写真

関係団体の行事へ参加

県央支部
〇　ひぬま流域クリーン作戦への参加
　令和８年５月１７日（日）に、茨城町の涸沼にお
いて開催された「ひぬま流域クリーン作戦」に参加
しました。
　当日は会員２４名、次世代部会員４名、事務局１
名の合計２９名が参加し、涸沼の環境美化活動を行
いました。

　令和８年５月２７日（水）、東京都新宿区ホ
テルグランドヒル市ヶ谷において、令和８年度
全浄連関東地区協議会幹事会が開催されまし
た。当協会からは、会長である成田理事長、幹
事である犬塚副理事長が出席しました。議題１
から４については、すべて異議なく原案どおり
承認されました。なお、９月開催の生活排水対
策特別研修会は、ホテルテラスザガーデン水
戸で開催することとなりました。議題５については、原案どおり承認されました。会長には
成田浩明氏((公社)茨城県水質保全協会)の続投の声、副会長には成田会長に一任との声があ
り、鈴木茂氏((公社)神奈川県生活水保全協会)を指名し、満場一致にて承認されました。

令和８年度全浄連関東地区協議会幹事会
【議題】
（審議事項）
１　令和７年度事業報告について
２　令和７年度収支決算報告について
３　令和８年度事業計画（案）について
４　令和８年収支予算（案）について
５　役員の改選について

清掃時の様子
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鹿行支部
〇　定時総会の開催
　令和８年５月２９日（金）、潮来市において第
１１回定時総会を開催しました。来賓としては、茨
城県鹿行県民センター環境・保安課課長の小川様に
ご出席いただきました。会員２６名出席の中、事業
報告及び事業計画等について審議し、原案どおり承
認されました。
　また、総会終了後に懇親会を開催し、会員の親睦
を深めました。

集合写真

県西支部
〇　花とふれあいまつりへの参加
　令和８年５月１７日（日）に、下妻市において
開催された「第３５回花とふれあいまつり」に出
展しました。当日は、県西支部会員１名、次世代
部会員５名、事務局２名の合計８名が参加し、パ
ンフレットの配布やパネル等の展示をとおして、
浄化槽の正しい使い方などについて周知しまし
た。

活動時の様子

次世代部会のご案内
　当協会では新たに次世代部会が設立されました。この会は、会員企業の後継者等を対
象に、研修会や交流事業を通じて次世代を担う人材を育成し、会員相互の連携強化と協
会事業への積極的な参画を促進することを目的として設立されました。

■次世代部会会員募集中！
　当協会では、次世代部会に入会する会員を募集しております。
詳しくは以下のお問い合わせ先までご連絡ください。

(公社)茨城県水質保全協会　企画業務課 川崎
ＴＥＬ：０２９－２９１－４０００
ＦＡＸ：０２９－３０４－５００５
Email ：j_kawasaki@e-mizu-ibaraki.jp
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茨城県からのお知らせ
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ＪＲ土浦駅から「田中三丁目」バス停より徒歩１分

常磐道土浦北Ｉ．Ｃから車で約９分
桜土浦Ｉ．Ｃから車で約１０分
※車でお越しの場合、駐車場は土浦学園通りビル裏の第２駐車場１２
番枠をご利用ください。１２番枠に車が停車していた際は第３駐車場
１～９番枠をご利用ください。

協会の業務案内

●設置届出書、保守点検及び清掃カード等の
　書類販売
●浄化槽機能保証制度に関する事業
●法定検査申込受付
●浄化槽に係る広報及び啓発
●各種講習会・研修会

総　務　部
●浄化槽の法定検査業務
　　県北地区、県央地区
　　県西地区、（筑西市、桜川市に限る）
●浄化槽の施工及び維持管理に関する助言指導
●浄化槽に関する相談受付

検　査　部
●浄化槽の法定検査業務
　　県南地区、県西地区、（筑西市、桜川市を除く）
●機能保証及び７条前納の受付
●書類物品販売
　▷一括契約書
　▷記録票（保守点検カード、清掃カード）
　▷浄化槽管理士証

県南支所
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水 環 境 い ば ら き vol.33［10］

硝化・脱窒ってなに？
　浄化槽における窒素除去は、好気と嫌気の環境を循環させる「循環式硝化脱窒法」で行われます。ま
ず、好気槽でアンモニア性窒素が硝化菌の働きにより硝酸へと酸化されます（硝化）。この反応には十分
な酸素が必要なため、ブロワによる安定した曝気が欠かせません。次に、この処理水を嫌気槽へ循環さ
せ、脱窒菌の働きで硝酸を無害な窒素ガスへと還元し、大気へ放出します（脱窒）。この脱窒の過程で

は、微生物のエサとなる有機物（炭素源）が必要となるため、流入水の性状や内部循
環の状況が処理効率を大きく左右します。
　現場の管理では、この好気と嫌気のバランスが重要です。曝気過多による全槽の
好気化や、曝気不足による硝化不良はどちらも処理性能の低下を招きます。また、水
温が下がる冬季は硝化菌の活性が低下するため、特に注意が必要です。安定した窒
素除去には、溶存酸素（DO）の管理、適切な循環量の確保、流入負荷の把握など、シ
ステム全体を俯瞰した総合的な運転管理が求められます。

浄化槽豆知識

【退会】 （敬称略）
会　社　名 代表者名 住　　　所
㈱稲葉工業 稲　葉　勝　雄 結城市結城188-12

会員情報


